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天候変動による主な農業リスク 

1. 冷害 

 

2. 高温障害 

 

3. 凍霜害（温暖化による生長ステージの前進） 

 

4. 風水害、干ばつ、雪害等 



東北地方を襲った平成15年冷害 

水稲の作況指数 ８０（東北全体） 

冷害（やませ）による被害：２３．３ポイント 

いもちによる被害：５．３ポイント 

被害量：６９８，５００ｔ 
被害率：２９．４ポイント 

※北海道では平成21年に低温・寡照による不作が発生 



冷害対策と利用している気象情報（東北地方） 

気象データ：アメダスおよびGSMデータから作成した1km
メッシュ気象データ（過去～１週間先） 

（2011年夏季より気象庁との共同研究による2週間気温
予測データの試行を開始) 

 

水稲早期警戒システムからの発信情報：水稲生育予測
（危険期情報）、葉いもち病発生予測、イネ紋枯病発
生予測等 

 

対策：深水灌漑（水深を20cmまで上げて幼穂を低温か
ら守る）、薬剤散布等 



イネ葉いもち病警戒情報例 



イネの高温障害 

水稲の白未熟粒(左)と整粒(右)．白未熟

粒は白色不透明部分の位置により、乳
白粒、心白粒、基部未熟粒、腹白未熟粒、
背未熟粒に分類される． 

胴割粒．内部に割れを生じており、光を当
てると筋がみえる． 



高温障害の対策と問題点 

対策 

１．耐高温性品種の導入、晩植による高温期間の回避 

２．水管理（用水の掛け流しで稲体を高温から守る） 

３．穂肥の追肥 

 

問題点 

１．夏～秋の天候の不安定性 

２．用水の確保（出穂期に水が流れていない地域も多い） 

３．中長期予測データ（数値）が必要 



今後どのような気候データが必要か？ 

農作物生育モデル：数値の気象予測データが必要。一ヶ月～季
節予報を気象要素の数値で利用したい。 

 

病害：病菌の発生予測には湿度条件が必要であり、降雨日の連
続性の予測が重要。アメダスには湿度が無いが、県の農業研
究機関からアメダスレベルの空間分布で湿度データが求めら
れることが多い。現場対応可能な空間分解能での湿度情報を
利用したい。 

 

高温障害：3週間～1ヶ月先予測データにより穂肥の追肥（白未熟
粒発生防止）が可能。2週間予測だと不十分なので、3週間以
上先の気温予測データを利用したい。 


